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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の者と第２の者との間の仮想空間上でのコミュニケーション手段を提供する、コミ
ュニケーション提供システムであって、
　前記第１の者が操作する第１の端末から、前記第２の者に対し送る情報として、仮想空
間上で前記第２の者に対して与えるイベントを定義するイベント定義と前記イベントが実
行される条件である実行条件とを少なくとも含むイベント情報を、受け付ける受付手段と
、
　前記第２の者が操作する端末であって、カメラおよび所定のアプリケーションプログラ
ムを有する第２の端末が前記イベント情報に含まれる前記実行条件を満足する状態になっ
たときに、前記イベント情報に含まれる前記イベント定義に基づいて前記第２の端末に前
記イベントを実行させるイベント制御手段と、
を有し、
　前記所定のアプリケーションプログラムは、前記第２の端末が前記イベント情報に含ま
れる前記実行条件を満足する状態になった場合に、前記イベント情報に含まれる前記イベ
ント定義に基づいて、現実空間の位置および時間に対応する画像を、前記カメラから取り
込まれた現実空間の画像上に重畳表示する機能を有する、
ことを特徴とするコミュニケーション提供システム。
【請求項２】
　前記実行条件は、時刻及び場所を規定する条件を含み、
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　前記イベント制御手段は、前記実行条件で規定される時刻に前記実行条件で規定される
場所に前記第２の端末が存在している場合に、前記第２の端末に前記イベントを実行させ
る
ことを特徴とする請求項１に記載のコミュニケーション提供システム。
【請求項３】
　前記イベント制御手段は、前記第２の端末の前記所定のアプリケーションプログラムに
対し前記イベント情報を送信するものであり、
　前記所定のアプリケーションプログラムは、前記イベント情報を受信すると、前記第２
の端末の状態を監視し、前記第２の端末が前記イベント情報に含まれる前記実行条件を満
足する状態になった場合に、前記イベント情報に含まれる前記イベント定義に基づいて前
記イベントを実行する
ことを特徴とする請求項１又は２に記載のコミュニケーション提供システム。
【請求項４】
　前記イベント制御手段は、前記所定のアプリケーションプログラムから通知される情報
を基に前記第２の端末の状態を監視し、前記第２の端末が前記イベント情報に含まれる前
記実行条件を満足する状態になった場合に、前記イベント情報に含まれる前記イベント定
義に基づいて前記所定のアプリケーションプログラムに前記イベントを実行させる
ことを特徴とする請求項１又は２に記載のコミュニケーション提供システム。
【請求項５】
　前記イベントは、前記第２の端末上への画像もしくはメッセージの表示、及び／又は、
前記第２の端末からの音の出力を含む
ことを特徴とする請求項３又は４に記載のコミュニケーション提供システム。
【請求項６】
　第１の者と第２の者との間の仮想空間上でのコミュニケーション手段を提供する、コミ
ュニケーション提供方法であって、
　前記第１の者が操作する第１の端末から、前記第２の者に対し送る情報として、仮想空
間上で前記第２の者に対して与えるイベントを定義するイベント定義と前記イベントが実
行される条件である実行条件とを少なくとも含むイベント情報を、受け付けるステップと
、
　前記第２の者が操作する端末であって、カメラおよび所定のアプリケーションプログラ
ムを有する第２の端末が前記イベント情報に含まれる前記実行条件を満足する状態になっ
たときに、前記イベント情報に含まれる前記イベント定義に基づいて前記第２の端末に前
記イベントを実行させるステップと、
を有し、
　前記所定のアプリケーションプログラムは、前記第２の端末が前記イベント情報に含ま
れる前記実行条件を満足する状態になった場合に、前記イベント情報に含まれる前記イベ
ント定義に基づいて、現実空間の位置および時間に対応する画像を、前記カメラから取り
込まれた現実空間の画像上に重畳表示する機能を有する、
ことを特徴とするコミュニケーション提供方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、仮想空間上でのコミュニケーションツールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　パーソナルコンピュータやスマートフォンなどの情報端末を利用したコミュニケーショ
ン手段としては、電子メール、ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）など
のツールが一般的である。例えば特許文献１には、ＳＮＳサーバを介して複数のクライア
ント端末で同じコンテンツの閲覧やオブジェクトの共有を可能にするコミュニケーション
サービスシステムが開示されている。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－１９５０００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、電子メールやＳＮＳに代表される従来のコミュニケーションツールは、
メッセージや画像などを仮想空間上で交換するだけにとどまり、現実世界における相対の
コミュニケーションに比べて、無機質（機械的）な応対になりがちであるし、楽しさや驚
き、感動なども小さい。
【０００５】
　本発明は上記実情に鑑みなされたものであって、仮想空間における新しいコミュニケー
ションツールを提供することを目的とする。本発明のさらなる目的は、現実世界における
コミュニケーションに似た楽しさや感動を生み出すことのできる、仮想空間上でのコミュ
ニケーション手段を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第一側面は、第１の者と第２の者との間の仮想空間上でのコミュニケーション
手段を提供する、コミュニケーション提供システムであって、前記第１の者が操作する第
１の端末から、前記第２の者に対し送る情報として、仮想空間上で前記第２の者に対して
与えるイベントを定義するイベント定義と前記イベントが実行される条件である実行条件
とを少なくとも含むイベント情報を、受け付ける受付手段と、前記第２の者が操作する第
２の端末が前記イベント情報に含まれる前記実行条件を満足する状態になったときに、前
記イベント情報に含まれる前記イベント定義に基づいて前記第２の端末に前記イベントを
実行させるイベント制御手段と、を有することを特徴とするコミュニケーション提供シス
テムである。
【０００７】
　電子メールやＳＮＳなどの従来型のコミュニケーションツールでは、受信者の状態とは
無関係に受信者のもとにメッセージ等が届くため、一方的かつ機械的なコミュニケーショ
ンになってしまう場合もある。これに対し、本発明のシステムを利用すれば、第１の者（
送信者）が設定した「実行条件」を満足することが、第２の者（受信者）が「イベント」
を享受するための条件となることから、第２の者は、仮想空間上でのイベントを享受する
ために現実世界において実行条件をクリアするためのアクションをとる必要がある。言い
換えると、第２の者は、第１の者から送られてきた情報を受け取るために、何らかの能動
的なアクションを行うプロセスが必要となる。このようなプロセスを設けることで、現実
世界のコミュニケーションに似た感覚を第２の者に抱かせることができ、従来には無い、
新しいコミュニケーション体験を実現できる。
【０００８】
　前記実行条件は、時刻及び場所を規定する条件を含み、前記イベント制御手段は、前記
実行条件で規定される時刻に前記実行条件で規定される場所に前記第２の端末が存在して
いる場合に、前記第２の端末に前記イベントを実行させることが好ましい。このような実
行条件を設定することにより、現実世界における「時刻」や「場所」が、仮想空間上での
「イベント」を享受するための条件となる。すなわち、第２の者は、第１の者から送られ
てきた情報を受け取るために、所定の時刻になるまで待つとか、所定の場所まで移動する
といったアクションをとることになる。これにより、現実世界のコミュニケーションに似
た感覚を第２の者に抱かせることが可能となる。
【０００９】
　前記第２の端末は、所定のアプリケーションプログラムを有しており、前記イベント制
御手段は、前記第２の端末の前記所定のアプリケーションプログラムに対し前記イベント
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情報を送信するものであり、前記所定のアプリケーションプログラムは、前記イベント情
報を受信すると、前記第２の端末の状態を監視し、前記第２の端末が前記イベント情報に
含まれる前記実行条件を満足する状態になった場合に、前記イベント情報に含まれる前記
イベント定義に基づいて前記イベントを実行してもよい。この構成によれば、第２の端末
に対しイベント情報を通知した後は、第２の端末とコミュニケーション提供システムとの
間の通信を最小限又は不要とすることができる。したがって、第２の端末の通信負荷や通
信コストを低減することができる。あるいは、第２の端末がオフライン状態になってしま
っても、イベントの実行が可能である。
【００１０】
　前記第２の端末は、所定のアプリケーションプログラムを有しており、前記イベント制
御手段は、前記所定のアプリケーションプログラムから通知される情報を基に前記第２の
端末の状態を監視し、前記第２の端末が前記イベント情報に含まれる前記実行条件を満足
する状態になった場合に、前記イベント情報に含まれる前記イベント定義に基づいて前記
所定のアプリケーションプログラムに前記イベントを実行させてもよい。この構成によれ
ば、コミュニケーション提供システム側（サーバーサイド）で主たる処理を実行するため
、第２の端末側（クライアントサイド）の処理負荷を軽減できるとともに、所定のアプリ
ケーションプログラム（クライアントプログラム）の簡素化及び小サイズ化を図ることも
できる。
【００１１】
　前記イベントは、前記第２の端末上への画像もしくはメッセージの表示、及び／又は、
前記第２の端末からの音の出力を含むとよい。また、前記第２の端末は、カメラを有し、
前記所定のアプリケーションプログラムは、前記画像もしくは前記メッセージを、前記カ
メラから取り込まれた現実空間の画像上に重畳表示する機能を有するとよい。このような
拡張現実（ＡＲ）を利用することによって、より現実世界でのコミュニケーションに似た
感覚を第２の者に抱かせることができる。
【００１２】
　本発明は、上述した構成のうちの一部又は全部を含むコミュニケーション提供システム
、コミュニケーション提供サーバー、ＳＮＳサーバー、拡張現実システム、コンピュータ
、情報処理装置などとして捉えることができる。また本発明は、上述した処理のうちの一
部又は全部を含むコミュニケーション提供方法、コンピュータの制御方法、情報処理方法
などとして捉えることができる。また本発明は、上述した処理のうちの一部又は全部をコ
ンピュータ（又はコンピュータのプロセッサ）に実行させるためのプログラム、あるいは
、当該プログラムを非一時的に記憶したコンピュータ読取可能な記憶媒体として捉えるこ
とができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、仮想空間における新しいコミュニケーションツールを提供することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は本発明の実施形態に係るコミュニケーション提供システムの全体的な構成
を示す図である。
【図２】図２はコミュニケーション提供システムの機能構成を示す図である。
【図３】図３はユーザが利用する情報端末の機能構成を示す図である。
【図４】図４は送信者端末における送信情報の生成・送信の処理フローを示す図である。
【図５】図５はコミュニケーション提供システムにおける送信情報受付の処理フローを示
す図である。
【図６】図６はコミュニケーション提供システムと受信者端末におけるイベント制御の処
理フローを示す図である。
【図７】図７は送信者端末における新規イベント作成画面を示す図である。
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【図８】図８は受信者端末におけるイベント実行画面を示す図である。
【図９】図９はコミュニケーション提供システムを利用して仮想空間における花火大会を
開催する例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下に図面を参照しつつ、本発明の好適な実施の形態の一例を説明する。
【００１６】
　＜システム構成＞
　図１は、本発明の実施形態に係るコミュニケーション提供システム１（以下、単に「シ
ステム」ともいう）の全体的な構成を示している。このシステム１は、複数のユーザＵ１
、Ｕ２…の間の仮想空間上でのコミュニケーション手段を提供するものである。このコミ
ュニケーション手段は、例えば、ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の
中のコミュニケーションツールの一つとして提供される。
【００１７】
　図１を参照して、ユーザＵ１（第１の者）がユーザＵ２（第２の者）に対し情報送信を
行う場合の大まかな流れを説明する。送信者たるユーザＵ１は、自身の情報端末（例えば
スマートフォンなど；第１の端末）Ｔ１を操作し、相手方に送る送信情報を生成する。こ
の送信情報には、受信者（情報の送り先）を特定する「宛先情報」（例えば、ユーザＵ２
のＳＮＳアカウントやメールアドレスなど）、仮想空間上で相手方（ユーザＵ２）に対し
て与えるイベントを定義する「イベント定義」、イベントが実行される条件である「実行
条件」などが含まれている。以下、イベント定義、イベントの実行条件など、イベントに
関連する情報を「イベント情報」と総称する。
【００１８】
　「イベント」は、受信者たるユーザＵ２の情報端末（例えばスマートフォンなど；第２
の端末）Ｔ２において実行され、かつ、ユーザＵ２が五感により知覚できるものであれば
、どのようなものでもよい。例えば、情報端末Ｔ２上への画像（静止画、動画）やメッセ
ージの表示、情報端末Ｔ２からの音（音、音声、音楽）の出力、情報端末Ｔ２の発光、情
報端末Ｔ２の振動などが挙げられる。
【００１９】
　「イベント定義」は、イベントの種類や内容などが所定のイベント記述言語で記述され
たものである。例えば、画像の表示と共にバースデイソングを再生するというイベントの
場合であれば、画像データ及び楽曲データのＵＲＩ（Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ
　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）、画像と曲の出力順序などが定義される。また、仮想空間上で
仮想の花火を打ち上げるというイベントの場合であれば、花火の仕様、打ち上げ順序、効
果音などが定義される。
【００２０】
　「実行条件」は、イベントが実行される開始条件を、受信者たるユーザＵ２の情報端末
Ｔ２の現実世界における状態との関係で定義したものであるとよい。例えば、イベントを
実行してよい時刻、イベントを実行してよい場所などの条件が想定される。時刻条件は、
１０時３０分のような１つの時点でもよいし、１０時～１１時のような時間帯でもよいし
、２０１８年１１月９日の０時～２４時のように日付の指定を含んでもよい。場所条件は
、緯度・経度で指定してもよいし、住所や地域や施設名などで指定してもよい。また、１
つの地点（位置）の指定でもよいし、エリア（範囲）の指定でもよい。
【００２１】
　ユーザＵ１により生成された送信情報は、図１に示すように、システム１に送られ、記
憶される。その後、システム１は、ユーザＵ２の情報端末Ｔ２の状態を監視し、情報端末
Ｔ２が実行条件を満足する状態となった場合に、イベント定義に基づくイベントを情報端
末Ｔ２に実行させる。あるいは、情報端末Ｔ２側で、自身の状態の監視を行い、実行条件
を満足する状態となったときに、イベントを実行してもよい。
【００２２】
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　このような仕組みを利用すると、例えば、ユーザＵ２が誕生日に思い出の場所に訪れる
と、情報端末Ｔ２に昔の写真が表示され、バースデイソングが流れ始める、というような
サプライズイベントを仕掛けることができる。また、所定の場所で所定の日時に打ち上が
る花火のＣＧ（仮想的な花火大会）を、情報端末Ｔ２上の拡張現実アプリで観覧させる、
というような応用も可能である。あるいは、所定の時刻に所定の場所に出現するモノを探
すゲーム（宝探しゲーム、謎解きゲーム、キャラクター収集ゲームなど）にもこの仕組み
を応用できる。
【００２３】
　電子メールやＳＮＳなどの従来型のコミュニケーションツールでは、一方的かつ機械的
なコミュニケーションになってしまう場合もある。これに対し、システム１を利用すれば
、ユーザＵ１が設定した「実行条件」を満足することが、ユーザＵ２が「イベント」を享
受するための条件となることから、ユーザＵ２は、仮想空間上でのイベントを享受するた
めに、現実世界において所定の日時に指定された場所に行くというような、アクションを
とる必要がある。このようなプロセス（現実世界におけるアクション）をあえて設けるこ
とで、現実世界のコミュニケーションに似た感覚、楽しさ、感動などをユーザＵ２に抱か
せることができ、従来には無い、新しいコミュニケーション体験を実現できる。
【００２４】
　＜コミュニケーション提供システム＞
　図２は、本実施形態に係るコミュニケーション提供システム１の機能構成を示している
。このシステム１は、主な機能として、イベント情報受付部（受付手段）２０、イベント
制御部（イベント制御手段）２１、ユーザデータベース（ユーザ情報記憶手段）２２、イ
ベントタスクデータベース（イベントタスク記憶手段）２３を有する。以下では、説明の
便宜から、イベント情報を送信する者を「送信者」、送信者が操作する情報端末を「送信
者端末」、イベント情報を受信する者を「受信者」、受信者が操作する情報端末を「受信
者端末」という。
【００２５】
　イベント情報受付部２０は、送信者端末から、受信者宛ての送信情報を受け付ける機能
を有する。送信情報には、前述のとおり、受信者を特定する宛先情報、イベント定義、実
行条件が少なくとも含まれている。イベント制御部２１は、受信者端末が実行条件を満足
する状態になったときに、イベント定義に基づいて受信者端末にイベントを実行させる機
能を有する。ユーザデータベース２２は、システム１が提供するＳＮＳの登録ユーザの情
報を格納・管理するデータベースである。登録ユーザの情報は、例えば、ユーザの個人情
報及び属性情報、ユーザのＳＮＳアカウントとパスワード、ユーザのメールアドレス、Ｓ
ＮＳの設定（例えば、情報の公開／非公開の設定、所属するコミュニティ、画面デザイン
や表示項目）などを含むとよい。イベントタスクデータベース２３は、イベント情報受付
部２０によって受け付けられたイベント情報に対応するイベントタスクを管理するデータ
ベースである。イベント制御部２１は、イベントタスクデータベース２３に登録されてい
るイベントタスクに従ってイベント制御を実行する。各機能の動作の詳細は後述する。
【００２６】
　システム１は、例えば、ＣＰＵ（プロセッサ）、メモリ、補助記憶装置（ハードディス
ク、ＳＳＤなど）、表示装置、入力装置、出力装置、通信モジュールなどを備える、汎用
的なサーバーコンピュータにより構成することができる。かかる構成の場合、図２に示す
それぞれの機能は、補助記憶装置に記憶されているプログラムをメモリに展開し、ＣＰＵ
が実行することによって、ソフトウェア的に実現される。なお、システム１の構成はどの
ような形態でもよい。例えば、１台のコンピュータにより構成してもよいし、複数のコン
ピュータにより構成してもよい。また、クラウドコンピューティングや分散コンピューテ
ィングを利用してもよい。あるいは、図２に示す機能の一部又は全部を専用のＩＣチップ
やハードウェアにより構成してもよい。
【００２７】
　＜ユーザの情報端末＞
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　図３は、ユーザが利用する情報端末の機能構成を示している。情報端末は、主な機能と
して、送信情報生成部３０、イベント実行クライアント３１、撮像部３２、表示部３３、
音声出力部３４、操作部３５を有している。
【００２８】
　送信情報生成部３０は、ユーザが送信者となる場合に利用される機能であり、ユーザが
受信者に送る送信情報を生成する機能である。イベント実行クライアント３１は、ユーザ
が受信者（イベントの享受者）となる場合に利用される機能であり、システム１のイベン
ト制御部２１と連携して、情報端末の状態監視やイベントの実行を担う機能である。撮像
部３２は、情報端末が備えるカメラから画像（静止画、動画）を取り込む機能である。表
示部３３は、情報端末が備える表示装置にＧＵＩ、画像、メッセージなどを表示する機能
である。音声出力部３４は、情報端末が備える出力装置に音声を出力する機能である。操
作部３５は、情報端末が備える入力装置を利用したユーザ操作を受け付ける機能である。
各機能の動作の詳細は後述する。
【００２９】
　情報端末は、例えば、ＣＰＵ（プロセッサ）、メモリ、補助記憶装置（ハードディスク
、ＳＳＤなど）、表示装置、入力装置、出力装置、通信モジュールなどを備える、汎用的
なコンピュータにより構成することができる。かかる構成の場合、図３に示すそれぞれの
機能は、補助記憶装置に記憶されているアプリケーションプログラムをメモリに展開し、
ＣＰＵが実行することによって、ソフトウェア的に実現される。なお、情報端末の構成は
どのような形態でもよい。例えば、クラウドコンピューティングや分散コンピューティン
グを利用してもよい。あるいは、図３に示す機能の一部又は全部を専用のＩＣチップやハ
ードウェアにより構成してもよい。本実施形態では、情報端末として、スマートフォンや
タブレット端末を用いることを想定するが、通信機能と表示機能とカメラを有するコンピ
ュータであればどのような形態のデバイスを情報端末として用いてもよい。例えば、パー
ソナルコンピュータ、携帯電話（フィーチャーフォン）、ウェアラブル端末、スマートウ
ォッチ、ゲーム機器などを用いてもよい。
【００３０】
　＜動作例＞
　図４～図８を参照して、コミュニケーション提供システム１及び情報端末の動作の一例
を説明する。図４は、送信者端末における送信情報の生成・送信の処理フローの例であり
、図５は、システム１における送信情報受付の処理フローの例であり、図６は、システム
１と受信者端末におけるイベント制御の処理フローの例である。また、図７は、送信者端
末における新規イベント作成画面の例であり、図８は、受信者端末におけるイベント実行
画面の例である。なお、送信者端末及び受信者端末には、システム１が提供するＳＮＳを
利用するための所定のアプリケーションプログラム（以下、単に「アプリ」という）がイ
ンストールされているものとする。
【００３１】
　まず、送信者が送信者端末においてアプリを起動し、「新規イベント」メニューを選択
すると（図４のステップＳ４０）、表示部３３により図７に示す新規イベント作成画面が
表示される（ステップＳ４１）。新規イベント作成画面は、宛先情報、イベント定義、実
行条件（時刻及び場所）などの情報を入力するＧＵＩを含んでおり、送信者は操作部３５
を用いてこれらの情報を入力可能である。図７は、「Ｍｓ．Ａ」が「Ｍｒ．Ｂ」宛てに、
「画像表示」及び「音声再生」の２種類のイベントを送る例を示す。具体的には、受信者
「Ｍｒ．Ｂ」が、「２０１８年１１月９日の１２時～１３時」に「レストランＸ」に訪れ
ると、画像「１２３．ｊｐｇ」を表示するとともに、楽曲「ＨａｐｐｙＢｉｒｔｈｄａｙ
．ｍｐ３」を再生する、というイベントの定義例である。なお、ここでは送信者端末内に
存在する画像データ及び楽曲データを指定する例を示したが、ネットワーク上のコンテン
ツを表示したり再生することも勿論可能である。
【００３２】
　全ての情報を入力した後、送信者が「イベント送信」ボタンを選択すると、送信情報生
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成部３０が、新規イベント作成画面に入力された情報を基に送信情報を生成し、送信情報
をシステム１に送信する（ステップＳ４２）。以上で、送信者によるイベント送信処理は
完了する。
【００３３】
　送信者端末から送信された送信情報は、システム１のイベント情報受付部２０により受
け付けられる（図５のステップＳ５０）。イベント情報受付部２０は、受け付けた送信情
報に基づいて新規のイベントタスクを生成し、そのイベントタスクをイベントタスクデー
タベース２３に登録する（ステップＳ５１）。イベントタスクは、イベントの送信者と受
信者（享受者）、イベント定義、イベントの実行条件（実行場所と実行可能時刻）を少な
くとも含んでいる。前述の例であれば、受信者「Ｍｒ．Ｂ」が、「２０１８年１１月９日
の１２時～１３時」に「レストランＸ」に訪れると、画像「１２３．ｊｐｇ」を表示する
とともに、楽曲「ＨａｐｐｙＢｉｒｔｈｄａｙ．ｍｐ３」を再生する、というイベントを
定義したイベントタスクが生成される。なお、イベントタスクデータベース２３には、イ
ベントの実行可能時刻が早い順にイベントタスクがソートされているとよい。
【００３４】
　次に、図６を参照して、システム１と受信者端末におけるイベント制御の処理を説明す
る。システム１のイベント制御部２１は、定期的にイベントタスクデータベース２３を確
認し、イベントの実行可能時刻が近づいているイベントタスクを抽出する（ステップＳ６
０）。例えば、本実施形態では、実行可能時刻の５分前になるとイベントタスクが抽出さ
れるように設計されている。イベント制御部２１は、抽出したイベントタスクについて、
受信者端末の状態監視を開始する（ステップＳ６１）。
【００３５】
　ステップＳ６２～Ｓ６６の処理は、状態監視が行われている全てのイベントタスクのそ
れぞれについて実行される。ステップＳ６２では、イベント制御部２１が、受信者端末か
ら受信者端末の状態を取得する。受信者端末の状態としては、少なくとも、受信者端末が
現実世界の中のどこに存在しているかを示す位置情報（例えば、ＧＰＳセンサで測位され
た緯度・経度の情報など）を含むとよい。状態の取得は、イベント制御部２１が受信者端
末にリクエストを送ることで能動的に取得してもよいし、受信者端末側から定期的に通知
されてくる情報をイベント制御部２１が受動的に受け取ってもよい。
【００３６】
　受信者端末の状態（位置情報）を受信すると、イベント制御部２１は、受信者端末の位
置情報とイベントタスクに含まれるイベントの実行場所の条件とを比較し、受信者端末の
現在位置がイベントの実行場所の条件を満足しているか否かを判断する（ステップＳ６３
）。また、イベント制御部２１は、現在時刻がイベントの実行可能時刻の条件を満足して
いるか否かも判断する（ステップＳ６４）。いずれの条件もクリアした場合のみ、イベン
ト制御部２１は、イベントタスクに含まれるイベント定義に従って、受信者端末にイベン
トを実行させる（ステップＳ６５）。本例の場合であれば、イベント制御部２１が受信者
端末に対し画像データと楽曲データが埋め込まれたページデータを送信し、当該ページデ
ータを受信者端末のアプリに渡すことで、画像データの表示と楽曲データの再生が受信者
端末上で行われるようにする。図８は、受信者端末においてイベントが実行される様子を
示している。
【００３７】
　以上のような制御によれば、受信者が受信者端末を携帯しながら、送信者が設定した時
刻に所定の場所に訪れると、そのタイミングで、受信者端末において画像表示と楽曲再生
が自動で開始される。これにより、受信者は、現実世界のコミュニケーションに似た感覚
、楽しさ、感動などを感じることができる。イベントの実行可能時刻と実行場所の情報は
、送信者に対し予め伝達しておいてもよいし、送信者には秘密にしておいてもよい。前者
の伝達方法は何でもよく、例えば、システム１がイベントタスクを登録したときに、受信
者端末に対しイベントの場所と時刻を通知する方法、送信者が電子メールや電話などの他
のコミュニケーションツールで受信者に直接連絡する方法などがある。後者のように秘密



(9) JP 6867989 B2 2021.5.12

10

20

30

40

50

にしておくのは、例えば、サプライズイベントを演出したい場合、宝探し的なゲーム性を
演出したい場合などに好適である。
【００３８】
　なお、受信者端末の状態（位置）がイベントの実行場所の条件を満たさないまま、イベ
ントの実行可能時刻が過ぎてしまった場合には、当該イベントタスクは実行されないまま
消去される（ステップＳ６６）。イベントタスクを消去した場合には、受信者にイベント
を与えることができなかった旨を送信者に通知するとよい。
【００３９】
　＜適用例＞
　本実施形態のコミュニケーション提供システム１は、様々な適用例が考えられる。
【００４０】
　図９は、本システム１を利用して仮想空間における花火大会を開催する例である。ユー
ザが情報端末上で花火製作アプリを操作し、仮想的な花火を製作する（Ｓ９０）。花火製
作アプリ上では、仮想アイテムとして様々な種類の火薬玉が用意されており、ユーザは好
きな火薬玉を組み合わせて、自由なデザインの打ち上げ花火を作ることができる。製作し
た花火は花火製作アプリ上で試し打ちをすることもできる（Ｓ９１）。満足いく花火が完
成したら、製作作品を保存することができる（Ｓ９２）。
【００４１】
　続いて、ユーザは、情報端末上で花火大会開催アプリを操作し、仮想空間上での花火大
会を設定する（Ｓ９３）。具体的には、アプリ上で、打ち上げ場所と時間、花火大会の告
知手法と招待手法、使用する花火、打ち上げ方法、ＢＧＭなどの関連情報などを設定する
。すべての設定を終えたら、ユーザは、花火大会開催アプリから花火大会設定データを花
火大会サーバーに送信する。なお、実際に花火を打ち上げるわけではないが、拡張現実（
ＡＲ）を使って、現実世界の中にＣＧによる花火を合成することを行うので、打ち上げ場
所には現実世界での位置情報（緯度・経度、あるいは住所など）を設定する。
【００４２】
　花火大会サーバーは、仮想空間上の花火大会を実行するサーバーであり、上述したコミ
ュニケーション提供システム１を利用して構築されている。すなわち、「仮想空間上での
花火の打ち上げ」がイベントに相当し、「花火を製作し花火大会に出品する者」あるいは
「花火大会を設定する者」がイベントの送信者に相当し、「花火大会を観覧する者」がイ
ベントの受信者に相当する。
【００４３】
　花火大会サーバーは、花火大会設定データを受信すると、このデータを保存・公開する
（Ｓ９４）。また、花火大会サーバーは、花火大会の観覧者に対して花火大会の情報を告
知する（Ｓ９５）。このとき、決められた招待者にのみ花火大会の情報を告知することも
できるし、システム１の登録ユーザの全員など、不特定の者に情報を告知することも可能
である。また、告知を受け取った者は、他の者に告知を転送することもできる（Ｓ９６）
。
【００４４】
　花火大会の予定時刻になると、花火大会サーバーが仮想空間上での花火の打ち上げを開
始する（Ｓ９７）。具体的には、現実世界の中で、花火大会の打ち上げ場所から所定範囲
（つまり、打ち上げ花火が観覧できるエリア）に存在する情報端末に対し、花火大会サー
バーが、打ち上げ花火のＣＧアニメーションと効果音のデータを送信し、それらを情報端
末に出力させる（Ｓ９８）。観覧者は、拡張現実（ＡＲ）アプリを用いて打ち上げ花火の
ＣＧアニメーションを閲覧することができる。すなわち、拡張現実アプリの画面にはカメ
ラから取り込まれた現実世界の画像が表示され、観覧者が端末を花火の打ち上げ場所の方
向に向けると、現実世界の画像に花火のＣＧアニメーションが重畳され、あたかも現実世
界の中で花火が打ち上がっているかのような映像を見ることができる。なお、本実施形態
では、花火大会サーバー側で打ち上げ花火のＣＧアニメーションと効果音のデータを作成
する形態を例示したが、花火大会サーバーから情報端末に対して、打ち上げ花火に関する
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情報（例えば、花火の仕様、物理情報、ＣＡＤデータなど）を送り、情報端末がそれらの
情報に基づき打ち上げ花火のＣＧアニメーションを生成してもよい。
【００４５】
　花火大会の終了後は、観覧者は花火大会の評価を行うことができる（Ｓ９９）。この評
価は、花火大会サーバーによって集計され（Ｓ１００）、花火大会の開催者に集計結果が
フィードバックされる（Ｓ１０１）。
【符号の説明】
【００４６】
１：コミュニケーション提供システム、２０：イベント情報受付部、２１：イベント制御
部、２２：ユーザデータベース、２３：イベントタスクデータベース、３０：送信情報生
成部、３１：イベント実行クライアント、３２：撮像部、３３：表示部、３４：音声出力
部、３５：操作部、Ｔ１，Ｔ２：情報端末、Ｕ１，Ｕ２：ユーザ
 

【図１】 【図２】
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